
後援： 、日本皮膚科学会、日本ハンセン病学会、ハンセン病市民学会

主催：厚生労働省、法務省、文部科学省、全国人権擁護委員連合会
共催：全国ハンセン病療養所入所者協議会、ハンセン病違憲国賠訴訟全国原告団協議会、ハンセン病家族訴訟原告団、ハンセン病違憲国賠訴訟全国弁護団連絡会
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厚生労働省
ハンセン病違憲国賠訴訟全国原告団協議会会長　志村 康

高校生によるハンセン病回復者とご家族への聞き書き

聖心女子学院（東京） 回復者チーム
1年　河野未悠
1年　青山愛佳
1年　石川真子　
1年　脇野亜優

邑久高等学校（岡山県）
2年　田中芽依
2年　木村有布乃
2年　松田愛香
2年　矢延彩矢

聖心女子学院（東京） ご家族チーム
１年　江川カンナ
１年　緒方ゆい
１年　神田優子
１年　北山 葵
１年　﨑田日和

聖心女子学院各チームリーダーによる共同発表

休憩

ハンセン病回復者とご家族から

国立療養所多磨全生園 入所者　岡 克之
国立療養所長島愛生園 入所者自治会副会長　石田雅男
ハンセン病家族訴訟原告 A
聞き手：及川由紀子（国立ハンセン病資料館職員）

休憩

「聞き書きのその後」

横浜国立大学
東京農業大学
玉川大学
関西大学
明治大学
東京都立大学

「知ろう、学ぼう、人権の森　多磨全生園」

解説：石井千尋（国立療養所多磨全生園 学芸員）

全国ハンセン病療養所入所者協議会会長　屋 猛司

第23回 ハンセン病問題に関するシンポジウム プログラム

■ 当シンポジウムの聴講ご希望の方は下記QRコードよりお申し込みください。

■ 問い合わせ先

国立ハンセン病資料館内 ハンセン病シンポジウム事務局

〒189-0002東京都東村山市青葉町4-1-13
Tel：042-396-2909［受付時間：火曜～日曜 9:00～17:00］　e-mail：info@nhdm.jp

■ 東村山市立中央公民館へのアクセス
東京都東村山市本町2丁目33番地２
駐車場のご用意はございません。ご来場には公共交通機関をご利用ください。

中島ちなつ
長谷川 綾
森 怜奈
丸山莉加
野村栞里
佐藤 幸

第20回参加
第20回参加
第21回参加
第22回参加

会場での参加希望の方 オンラインでの参加希望の方

Google map


